


































































































よって書かれた作文 279 点である。データの収集期間及び人数は，2001 年
から 2005 年までの間の 11 名2）と，2015 年度秋学期（2015 年 9 月から 2016




































































































N ／ V に（用途，評価，



















































101 例あり，うち誤用は 11 例なので，誤用率は 10.9％になる。「に」の前の
名詞を「一般名詞」と「親族名称・代名詞・固有名詞」に，文型の中の「に」
















































































数 場所 時 人 物 事 総計
実数 29 25 11 2 12 79
















































































8）　表 1は，右のページとつなぎ合わせて一つの表になる。表 2，表 5も同様。
9）　坂本（2002）pp. 55，59
10）　「が→に」で，学習者は「に」を使ってはいるが，本来「に」以外の助詞（「が，
を，で，と」等）を使うのが適切であったことを示す。以下，同様。
11）　「Ø →に」は，学習者が不要な「に」を付け加えたことを表す。
12）　岡田・林田（2016）p. 59
13）　泉原（2013）p. 164
初級学習者の作文にみられる，「に」の過剰使用が現れた文の特徴について
183
参考文献
泉原省二（2013）『日本語類義表現使い分け辞典』研究社
岩崎典子（2001）「英語母語話者は「で」と「に」をどのように捉えているのか
―インタビュー調査から見えてきたこと―」『平成 13 年度日本語教育学会春
季大会予稿集』pp. 61―66，日本語教育学会
岡田美穂・林田実（2016）「中国語を母語とする中級レベルの日本語学習者の移
動先を表す「に」と動作場所を表す「で」の習得」『日本語教育』163 号，pp. 
48―63，日本語教育学会
久保田美子（1994）「第 2言語としての日本語の縦断的習得研究　―格助詞「を」
「に」「で」「へ」の習得過程について―」『日本語教育』82 号，pp. 72―85，日
本語教育学会
近藤安月子・小森和子（2012）『日本語教育事典』研究社
呉佳蓁・王敏東（2009）「台湾人日本語学習者の作文に見られる格助詞の誤用に
ついて　―初・中級学習者における追跡調査―」『日本語教育研究』55，pp. 
58―74，言語文化研究所
坂本勝信（2002）「上級レベルの日本語学習者の助詞の問題点を探る　―存在を
表す「に」・動作を表す「で」と自動詞に伴う「が」・他動詞に伴う「を」に
ついて―」『南山大学国際教育センター紀要』第 3号，pp. 51―62，南山大学国
際教育センター
迫田久美子（2001）「学習者の誤用を産み出す言語処理のストラテジー（1）　
―場所を表す「に」と「で」の場合―」『広島大学日本語教育研究』第 11 号，
pp. 17―22，広島大学教育学部日本語教育学講座
中村透子（2000）「中級学習者における場所を表す「に」「で」の誤用」『南山大
学国際教育センター紀要』創刊号，pp. 78―94，南山大学国際教育センター
蓮池いずみ（2004a）「場所を示す格助詞選択のストラテジー　―韓国語母語話
者と中国語母語話者の比較―」『言語と文化』V.5，pp. 105―117，名古屋大学
大学院国際言語文化研究科日本語言語文化専攻編
蓮池いずみ（2004b）「場所を示す格助詞「に」の過剰使用に関する一考察　
―中級レベルの中国語母語話者の助詞選択ストラテジー分析―」『日本語教育』
122 号，pp. 52―61，日本語教育学会
福間康子（1996）「作文からみた初級学習者の格助詞「に」の誤用」『九州大学
山口　　薫
184
留学生センター紀要』第 8号，pp. 61―74，九州大学留学生センター
細川英雄（1993）「留学生日本語作文における格関係表示の誤用について」『日
本語研究教育センター紀要』5，pp. 70―89，早稲田大学
松田由美子・斎藤俊一（1992）「第 2言語としての日本語学習に関する縦断的事
例研究」『世界の日本語教育』第 2号，pp. 129―156，国際交流基金日本語国際
センター
八木公子（1996）「初級学習者の作文にみられる日本語の助詞の正用順序
―助詞別，助詞の機能別，機能グループ別に―」『世界の日本語教育』第 6号，
pp. 65―81，国際交流基金日本語国際センター
山木眞理子（2012）「中国語話者における格助詞「ニ」と「デ」の混同問題　
―作文コーパスの分析を通して―」『中国語話者のための日本語教育研究』3，
pp. 33―46，中国語話者のための日本語教育研究会
